
そんな中、急展開を見せた ❝庄原市内の夜の交通事情❞ と 庄原の危機

1 庄原MaaS検討協議会

これまで、旧庄原市内（庄原市中心地）を走っていた夜間の
タクシー運行が 「0」となった。 ※R6.5.26～ 全日
主な原因は、
・ ドライバーの高齢化と人員不足
・ 収支
・ お客のマナーの悪化＜最後のきっかけは、これ＞
この影響による主な問題は、

夜間営業の飲食店への客足の低下
売上低下による、中小零細事業者の経営圧迫
市域経済の悪化（経済規模の縮小）
人流の低下・喪失
活気喪失やマイナス思考増進による「負の循環」の形成
病院への夜間外来者における「移動手段」の喪失
「安心して暮らせる」ことへの不安増大（人口減少への加速）

※左記記事：R6.6.15（土）中国新聞朝刊 P22 県北欄より



危機的状況への対応策の検討（日本初の試み）
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国土交通省
「令和6年度 共創・MaaS実証プロジェクト」の活用

（国の補助金事業）
法制度の柔軟化により、取組みが可能となった

「道路運送法第4条（通称：4条ぶら下がり）」
国が進める「都会版ライドシェア」とは一線を画すもの
この取り組みのポイントは、

「相互扶助」と「持続型ビジネスモデル」の両立
タクシーではなく、デマンドバスの運行方法を試行
タクシー事業者が補えない部分・時間帯を補完するもの
であり、タクシー事業者との競合については配慮

― 事業用ロゴマーク ―

庄原MaaS検討協議会



全国初 の制度活用 となる 「4条ぶら下がり」 とは？
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道路運送法第78条第2号に基づく登録

自家用有償旅客運送
（市町村やNPO法人等が主体となり、

登録を受けて運行）

〇交通空白地有償運送

〇福祉有償運送

〇自家用有償観光旅客等運送
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道路運送法第78条第3号に基づく登録

4条乗用事業による管理
日本版ライドシェア（令和6年3月 制度創設）

4条乗合事業（区域運行）による管理

（令和5年12月 制度創設）

庄原MaaS検討協議会



・夜間オンデマンドバス「よるくる」の実証運行（1）

・ 運行期間：R6.9.19（木）～R6.12.13（金）の間の
木曜日と金曜日 ≪全26日間の運行≫

・ 運行時間：20：00～23：00位まで（予約の状況による）
予約可能時間

① 平日：9：00～17：00
② 当日：電話予約は22：00、web予約は22:30まで。

※運行の40分前までの予約が必要。
便数は5便で「20：00発」「20：40発」「21：20発」「22：00発」

「22：40発」で設定（原則）。
・ 運行範囲：旧庄原市内の地区
・ 運行方式：当初は「優先方面運行」

※途中から「フルデマンド運行」となる。
・ 運 賃：距離に応じて設定された「500円～3,000円」の500円刻み。

4 庄原MaaS検討協議会



各方面運行イメージ（チラシ裏面）
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・夜間オンデマンドバス「よるくる」の実証運行（2）

市街地での乗降場所

庄原MaaS検討協議会

 市内中心部から郡部方面への運行

 当日予約に限り、中心部内の移動にも対応。



≪ 報道関係資料 ≫
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・夜間オンデマンドバス「よるくる」の実証運行（3）

R6.9.15（日）中国新聞 ： 下の記事

R6.9.19（木）讀賣新聞 ： 右上の記事

広島テレビ（昼のニュース） ： 右下の記事

RCCテレビ（イマナマ！内） ： https://youtu.be/Ku3KXT05Ho8

庄原MaaS検討協議会



課題解決型実証実験を、以降「実装」につなげるためには…

7 庄原MaaS検討協議会

R6.10.23（水）中国新聞朝刊

【政策（行動計画）立案のポイント】

課題・問題への「解決策」や「アプローチ」
は、その地域ごとによって異なる。

「交通」に関しては、その地域の「地域公共
交通計画」によって、住民による・住民の
ための施策実行を促す（実行していく）た
めの計画とすべき。



運行状況や、利用者・運行側からの声に「適時対応」していくには…

8 庄原MaaS検討協議会

利用方法の変更
運行予約を「５日前から、全方面への利用予約」を可
能とした。
利用促進へのアプローチ
当初は「デマンドバス」の運行や、夜間の交通課題への
取り組み自体についてが目立つ構成となっていたが、改
訂版のチラシでは「デマンドバス」の活用方法や「安心し
て帰ることができる」ことに対する訴求力を強めたPRとし
た。

運行経路や利用客対応におけるイレギュラー対応がどう
しても発生するため、現場判断が重要なポイントとなる。
※安全運行の担保と、利用客の利便性向上の両立



オンデマンドバス「よるくる」の運行実績について
運行実績について
《 今回の報告対象となる運行日：R6.9.19（木）～R6.12.13（金）迄の 26日間 》
利用客数①（合計人数）：168名 乗車 利用客数②（1日平均） ： 6.5名 稼働回数：118
運賃収入①（合計金額）：121,250円 運賃収入②（1日平均） ：4,660円 運賃収入③（1人平均）：720円

9 庄原MaaS検討協議会

▼運賃別利用者数 ▼１予約あたりの予約人数



10 庄原MaaS検討協議会



11 庄原MaaS検討協議会



12 庄原MaaS検討協議会



13 庄原MaaS検討協議会



ナイトタイムデマンド「よるくる」利用者アンケート①（ｎ＝68）

利用者属性
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移動全体の出発地

公共交通との乗り継ぎ利用

庄原MaaS検討協議会
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ナイトタイムデマンド「よるくる」利用者アンケート②（ｎ＝68）

庄原MaaS検討協議会

外出パターン

移動の目的は？
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ナイトタイムデマンド「よるくる」利用者アンケート③（ｎ＝68）

庄原MaaS検討協議会

「よるくる」が

なかったら…

適正と感じる

運賃金額は？
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ナイトタイムデマンド「よるくる」利用者アンケート④（ｎ＝68）

庄原MaaS検討協議会

満足度：平均 4.5

利用者のコメント
• この事業はみんな助かるだろうと思います。もっとたくさんの人に知ってもらいたい。
• 市民全員（多くの年齢層の方、多種の業者）で考え協力することが必要かと思います。
• 自宅が国道近くにない人は使えないので、自宅近くまで送ってもらえたらいいと思います。
• 庄原市内だけでなく東城や新見くらいまで行かれると列車の心配がなくていいと思います。
• 良い試みなので、頑張ってください。
• 庄原駅の発着場を待合室の近くのほうがよい。特に冬は外で待つと寒い。
• 課題解決に向けた取り組みに、敬意と感謝を表します。
• 田舎では、高齢者も車を運転せざるを得ないが、ライドシェア的な送迎があれば免許返納も進み、事故が減少
する。

• 法規制がある中できないではなく、なんとかやってみるという姿にすごいと思っています。頑張ってください。
• 登録にハードルがあります。一度使ってしまえばハードルは下がります。例えば「タクシーGO」のように初回
500円無料にするなど登録を後押しするようなやり方はいかがでしょうか？

• 庄原市の課題に対し、できることから行動に移されていることに対し、非常に共感します。周囲の理解が得ら
れないと難しい場面もありますが、自分もできる限りそうありたいと思います。
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ナイトタイムデマンド「よるくる」利用者アンケート⑤（ｎ＝68）

庄原MaaS検討協議会

利用者のコメント（続き）
• 市の課題に対し、できることから行動に移されていることに対し、非常に共感します。周
囲の理解が得られないと難しい場面もありますが、自分もできる限りそうありたいと思い
ます。

• 「よるくる」があったので久々に飲みに出れました。ありがとうございました。
• 街を元気にしたいです！
• 夜の移動手段、大切です。
• 一人でも多くの市民に関心を持ってもらいたい。
• 「よるくる」があるから気楽に参加できる会合がいくつかあります。本当に助かってます。
• 乗降場所の自由度がないのが残念でした
• でも利用してみて「ありがたい」と思いました。
• 夜遅くに、このような取組みを地域の為に実施して頂きありがとうございます。
• 是非、継続してほしいです。あれば利用し続けます。
• タクシーがないのは本当に困っています。
• 現在、夜間にタクシーがないことで体調不良や急用などがあった際に、どうすれば良いか
と不安に感じています。安心して暮らせる町づくりにご尽力いただきたいと思っています。
飲みニケーションが取りづらくなり、飲食店への影響も大きいかと思います。
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ナイトタイムデマンド「よるくる」利用者アンケート⑥（ｎ＝68）

「ライドシェア」の様なドライバーをやってみたいか？

夜間のタクシー運行

が休止となったこと

での影響は？

≪商工会議所会員の飲食事業者へアンケートを実施≫（2024年12月配布）
※無記名．夜の時間帯に営業しない店舗も回答に含む（ｎ＝22）

庄原MaaS検討協議会
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ナイトタイムデマンド「よるくる」飲食事業者向けアンケート（ｎ＝22）

庄原MaaS検討協議会

今後の事業見通しは？

この問題に

どのように対応したか？

お客様のご予約時に、タクシーの夜間運行休止を伝えることを毎回行なった 等
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ナイトタイムデマンド「よるくる」飲食事業者向けアンケート（ｎ＝22）

庄原MaaS検討協議会

夜間のタクシーの必要性は？

自由意見・夜間交通の確保のアイデア

・せめて夜間24:00までタクシーがあると、お客様も安心してどちらのお店へも出歩くことができるかと思います。1週間、どの曜日も夜間のタクシーを常時

置くことが難しいのであれば、週末にかけて木・金・土曜日だけでも、タクシー会社が、会社の枠を超えて、タクシーの台数を揃えてもらえると助かります。

・庄原市による補助事業

・ライドシェアの導入(タクシーの営業終了後)
・ライドシェアが認められるなら、大学生で車を持っている方がたくさんいる（いいバイトになる）ので、ドライバーはいくらでも見つかると思うんですが…
・「よるくる」みたいな事前予約して指定された場所にしか乗車下車できないのは、始まる前から成功しないと思っていました。お客の需要は、予約せず降りた

い場所に降りれるのが最適解になるので、お金をかけるなら、運転手がいない場合は、ライドシェアのタクシーへの支援、又は、タクシー会社に存続金として

運用し営業できるのがいい（夜営業）。

・無駄に新しい取り組みをしようとすると形ばかりで経費ばかりかかり、最初は目新しさでいいが長期存続は無理、現状ある形から模索する方が良いと思う。

・予約制にしたり、飲食店同士で 時間制のアイデアを出して夜のタクシーを確保できるようにしてみるのはいかがでしょうか。

（当店はお昼の営業のみなので直接の影響はありませんが、必要だとは感じております。）

・受益者（店舗）負担は利益が薄い中、負担なんて無理です。


